
表１　社会福祉学科授業科目一覧表

授業科目 コース・
ナンバリング 開講期

単位数
社会
福祉士

精神
保健
福祉士

高等学
校教諭
（福祉）

特別支
援学校
教諭

備考
必
修
選
択
自
由 卒業要件等

（1）基礎教養科目群

基
礎
教
養
科
目
群

基
盤
科
目
群

初年次教育 キャンパスライフ入門 A1101aJ １前 ２ ２単位修得（全必修）

基礎教養科目群から
34単位以上を修得

情報教育

情報と社会 A1102aJ １前 ２

４単位以上修得
（必修４単位）

コンピュータ・リテラシーⅠ A1103dJ １前 １ ◎
コンピュータ・リテラシーⅡ A1104dJ １後 １ ◎
コンピュータ・リテラシーⅢ A1105dJ ２・３・４前 １
コンピュータ・リテラシーⅣ A1106dJ ２・３・４後 １

言
語
教
育

英語

英語Ⅰ A1109bJ １前 ２ ○

言語教育から
８単位以上修得

＊英語（「英語Ⅰ～
Ⅳ」）および認定言
語（「検定英語Ⅰ～
Ⅳ」）から８単位以
上を修得すること。

＊外国人留学生は、
英語に代えて「外
国人のための日本
語Ⅰ」「外国人のた
めの日本語Ⅱ」を
修得すること。

英語Ⅱ A1110bJ １後 ２ ○
英語Ⅲ A1111bJ １前 ２ ○
英語Ⅳ A1112bJ １後 ２ ○

初修
言語

外国人のための日本語Ⅰ A1113bJ １前 ４
外国人のための日本語Ⅱ A1114bJ １後 ４
中国語Ⅰ A1115bJ １前 ４
中国語Ⅱ A1116bJ １後 ４
韓国語Ⅰ A1117bJ １前 ４
韓国語Ⅱ A1118bJ １後 ４
スペイン語Ⅰ A1119bJ １・２・３・４前 ４
スペイン語Ⅱ A1120bJ １・２・３・４後 ４

認定
言語

検定英語Ⅰ １・２・３・４前・後 ２
検定英語Ⅱ １・２・３・４前・後 ２
検定英語Ⅲ １・２・３・４前・後 ２
検定英語Ⅳ １・２・３・４前・後 ２
検定中国語Ⅰ １・２・３・４前・後 ２
検定中国語Ⅱ １・２・３・４前・後 ２
検定中国語Ⅲ １・２・３・４前・後 ２
検定中国語Ⅳ １・２・３・４前・後 ２
検定韓国語Ⅰ １・２・３・４前・後 ２
検定韓国語Ⅱ １・２・３・４前・後 ２
検定韓国語Ⅲ １・２・３・４前・後 ２
検定韓国語Ⅳ １・２・３・４前・後 ２
検定スペイン語Ⅰ １・２・３・４前・後 ２
検定スペイン語Ⅱ １・２・３・４前・後 ２
検定スペイン語Ⅲ １・２・３・４前・後 ２
検定スペイン語Ⅳ １・２・３・４前・後 ２

科
学
基
礎
科
目
群

社会科学系

経済学 A1202aJ １・２・３・４後 ２

２単位
以上修得

科学基礎
科目群
から
７単位
以上修得

政治学 A1203aJ １・２・３・４前 ２
法学 A1204aJ １・２・３・４前 ２
日本国憲法 A1205aJ １・２・３・４後 ２ ◎

自然科学系

科学と社会 A1206aJ １・２・３・４前 ２

２単位
以上修得

数学基礎 A1207aJ １・２・３・４後 ２
物理学 A1208aJ １・２・３・４後 ２
化学 A1209aJ １・２・３・４後 ２
生物学 A1210aJ １・２・３・４前 ２
統計学 A1211aJ １・２・３・４前・後 ２

人文科学系

哲学 A1212aJ １・２・３・４前 ２

２単位
以上修得

歴史学 A1213aJ １・２・３・４後 ２
文学 A1214aJ １・２・３・４前 ２
宗教学 A1215aJ １・２・３・４後 ２
生命と倫理 A1217aJ １・２・３・４前 ２

芸術系

音楽 A1218eJ １・２・３・４後 １
美術 A1219eJ １・２・３・４前 １
茶道 A1220eJ １・２・３・４前・後 １
華道 A1221eJ １・２・３・４前・後 １
陶芸 A1222eJ １・２・３・４前・後 １
書道 A1223eJ １・２・３・４前・後 １

◎：必修科目　○：選択科目（詳細は 95ページ以降の別表を参照）



授業科目 コース・
ナンバリング 開講期

単位数
社会
福祉士

精神
保健
福祉士

高等学
校教諭
（福祉）

特別支
援学校
教諭

備考
必
修
選
択
自
由 卒業要件等

統
合
科
学
科
目
群

統合科学

人権論 A1301aJ １・２・３・４前 ２

統合科学科目群から
６単位以上修得

＊「地域共生論」「や
まぐちの歴史と文
化」「地域環境論」
「地域共生演習」「地
域学」「ボランティ
ア」から 2 単位以
上を修得

コミュニケーション論 A1302aJ １・２・３・４前 ２
地域共生論 A1303aJ １・２・３・４後 ２
やまぐちの歴史と文化 A1304aJ １・２・３・４後 ２
History	and	Arts	of	Yamaguchi A1305aE １・２・３・４後 ２
国際情勢 A1306aJ １・２・３・４後 ２
地域環境論 A1307aJ １・２・３・４前 ２
社会生活論 A1308aJ １・２・３・４前 ２

実践
統合科学

地域共生演習 A1309bJ １・２・３・４前 ２
地域学 A1310bJ １・２・３・４前 ２
ボランティア A1311bJ １・２・３・４後 ２
国際交流Ⅰ A1312bJ １・２・３・４前・後 ２
国際交流Ⅱ A1313bJ １・２・３・４後 ２
短期語学・文化研修 A1314bJ １・２・３・４後 ２
域学共創ワークショップ A1315bJ １・２・３・４後 ２

ライフ
スキル

生涯学習論 A1316aJ １・２・３・４後 ２
健康スポーツ理論 A1317aJ １・２・３・４前・後 ２ ○
スポーツ実技Ⅰ A1318eJ １・２・３・４前 １ ○
スポーツ実技Ⅱ A1319eJ １・２・３・４後 １ ○
キャリアデザイン A1320bJ １・２・３前 ２
インターンシップ A1321bJ １・２・３前 ２

（2）専門教育科目群

専
門
教
育
科
目
群

専門基礎科目

医学一般 D2101aJ ２・３・４後 2 ◎ ◎ ◎

10単位以上修得

専門教育科目群から
94単位以上を修得

精神医学Ⅰ D2102aJ ２前 ２ ◎
精神医学Ⅱ D2103aJ ２後 ２ ◎
精神保健Ⅰ D3104aJ ３前 ２ ◎
精神保健Ⅱ D3105aJ ３後 ２ ◎
心理学と心理的支援 D2106aJ １前 2 ◎ ◎
臨床心理学Ⅰ D2107aJ ２・３前 ２
臨床心理学Ⅱ D2108aJ ２・３後 ２
発達心理学Ⅰ D2109aJ ２・３前 ２
発達心理学Ⅱ D2110aJ ２・３後 ２
社会学原論 D2111aJ ２後 ２
社会学と社会システム D2112aJ １後 2 ◎ ◎
社会福祉調査 D2113aJ ２前 2 ◎ ◎
社会保障論Ⅰ D2114aJ ２前 2 ◎ ◎ ○
社会保障論Ⅱ D2115aJ ２後 2 ◎ ◎ ○
福祉統計 D2116aJ １・２後 ２
民法Ⅰ D2117aJ ２・３後 ２
民法Ⅱ D3118aJ ３・４前 ２
行政法 D3119aJ ３・４後 ２

基幹科目

福祉文化論 D2201aJ １前 ２ ◎

12単位修得
（全必修）

人間論 D2202aJ ２･３前 ２
社会福祉原論Ⅰ D2203aJ １前 ２ ◎ ◎ ◎
社会福祉原論Ⅱ D3204aJ ３後 ２ ◎ ◎ ◎
ソーシャルワークの基盤と専門職 D2205aJ １後 ２ ◎ ◎ ◎
ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） D2206aJ １後 ２ ◎ ◎

展開
科目

福祉
理論

社会福祉発達史 D2301aJ ２・３前 ２

10単位
以上修得

展開科目
から
56単位
以上修得

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ D2302aJ ２前 2 ◎ ◎ ○
ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ D2303aJ ２前 2 ◎ ◎ ○
ソーシャルワークの理論と方法 ( 専門 ) Ⅰ D2304aJ ２後 2 ◎ ○
ソーシャルワークの理論と方法 ( 専門 ) Ⅱ D2305aJ ２後 2 ◎ ○
ソーシャルワークの理論と方法 (専門 )A D3306aJ ３後 ２ ◎
ソーシャルワークの理論と方法 (専門 ) B D3307aJ ３後 ２ ◎
精神保健福祉の原理Ⅰ D3308aJ ３前 ２ ◎
精神保健福祉の原理Ⅱ D3309aJ ３前 ２ ◎
介護福祉論 D2310aJ ２前 ２ ◎
公的扶助論 D3311aJ ３前 2 ◎ ◎
社会福祉運営管理論 D3312aJ ３・４後 2 ◎
福祉ボランティア論 D2313aJ ２・３前 ２
健康福祉論 D3314aJ ３・４後 ２
国際福祉論 D3315aJ ３・４前 ２



授業科目 コース・
ナンバリング 開講期

単位数
社会
福祉士

精神
保健
福祉士

高等学
校教諭
（福祉）

特別支
援学校
教諭

備考
必
修
選
択
自
由 卒業要件等

福祉
分野

地域福祉論 D3401aJ ３前 2 ◎ ◎ ○

16単位
以上修得

コミュニティソーシャルワーク論 D3402aJ ３後 2 ◎ ◎ ○
家族福祉論 D2403aJ ２・３後 ２
児童・家庭福祉論 D2404aJ １後 2 ◎ ◎
高齢者福祉論 D2405aJ １後 2 ◎ ◎
障害福祉論 D2406aJ １後 2 ◎ ◎ ◎
司法福祉論 D2407aJ ２・３・４後 2 ◎ ◎
医療福祉論 D2408aJ ２後 2 ◎
精神障害リハビリテーション論 D3409aJ ４前 2 ◎
精神保健福祉制度論 D3410aJ ３後 2 ◎

福祉援
助技術

ソーシャルワーク演習Ⅰ D2501dJ ２前 2 ◎ ◎ ◎

4単位
以上修得
（必修
4単位）

ソーシャルワーク演習Ⅱ D2502dJ ２前 2 ◎ ◎
ソーシャルワーク演習Ⅲ D2503dJ ２後 4 ◎ ◎
ソーシャルワーク演習Ⅳ D3504dJ ３後 2 ◎ ○
ソーシャルワーク演習A D3505dJ 3前 4 ◎
ソーシャルワーク演習B D3506dJ ４前 2 ◎
ソーシャルワーク実習Ⅰ D2507dJ ２後 2 ◎ ○
ソーシャルワーク実習Ⅱ D3508dJ ３前 6 ◎ ○
ソーシャルワーク実習A D3509dJ ３後 3 ◎
ソーシャルワーク実習B D3510dJ ４前 2 ◎
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ D2511dJ ２後 1 ◎ ○
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ D3512dJ ３前 1 ◎ ○
ソーシャルワーク実習指導Ⅲ D3513dJ ３前 1 ◎ ○
ソーシャルワーク実習指導A D3514dJ ３後 2 ◎
ソーシャルワーク実習指導B D3515dJ ４前 １ ◎
カウンセリング D2516aJ ２・３・４前 ２
ヒューマンケアチームアプローチ演習 D3517bJ ４後 ２

演習

基礎演習 D2601bJ １後 ２

10単位
以上修得
（必修
10単位）

専門演習Ⅰ D4602bJ ３前 ２
専門演習Ⅱ D4603bJ ３後 ２
専門演習Ⅲ D4604bJ ４前 ２
専門演習Ⅳ D4605bJ ４後 ２
社会福祉研究Ⅰ D3606bJ ３前 ２
社会福祉研究Ⅱ D3607bJ ３後 ２
社会福祉研究Ⅲ D3608bJ ４前 ２
社会福祉研究Ⅳ D3609bJ ４後 ２

関連科目

権利擁護と成年後見 D3701aJ ３後 2 ◎ ◎

８単位以上修得

＊国際文化学部と看
護栄養学部の専門教
育科目群の科目並び
に交換留学及び他大
学との単位互換によ
り修得した科目を４
単位を上限として含
めることができる。
　ただし、社会福祉
学科の基礎教養科目
群及び専門教育科目
群に掲げる科目と同
時に開講される国際
文化学部と看護栄養
学部の科目は除く。

介護技術 D2702aJ ２・３・４後 ２ ◎
死生学 D3703aJ ３・４後 ２
コミュニケーション技法Ⅰ（視覚障害） D2704aJ １・２・３・４前 ２ ◎
コミュニケーション技法Ⅱ（聴覚障害） D2705aJ １・２・３・４前 ２ ◎
居住環境論 D3706aJ ３・４前 ２
社会老年学 D3707aJ ３・４前 ２
福祉社会学 D3708aJ ３・４後 ２
障害者教育総論 D2709aJ ２・３前 ２ ◎
障害児の心理Ⅰ（知的障害）D2710aJ ２・３前 １ ◎
障害児の心理Ⅱ（肢体不自由）D2711aJ ２・３前 １ ◎
障害者の心理Ⅰ（知的障害）D2712aJ ２・３後 ２ ◎
障害者の心理Ⅱ（病弱） D2713aJ ２・３前 ２ ◎
障害者の生理・病理Ⅰ（知的障害）D2714aJ ２・３前 １ ◎
障害者の生理・病理Ⅱ（肢体不自由） D2715aJ ２・３前 １ ◎
病弱者の生理・病理 D2716aJ ２・３前 ２ ◎
障害児教育支援法 D2717aJ ２・３・４後 ２ ◎
障害者とセラピューティックレクリエーション D2718aJ ２・３後 ２ ◎
病弱教育 D3719aJ ３・４後 ２ ◎
発達障害論 D2720aJ ２・３後 ２ ◎
発達障害支援論 D3721aJ ３・４前 １ ◎
障害者教育福祉論 D2722aJ ２・３後 ２ ○
特別支援教育実習 D3723dJ ４前 ２ ◎
特別支援教育実習事前事後指導 D3724bJ ４前 １ ◎

卒業所要単位　計 128 単位以上（＊自由単位は卒業所要単位に含まれない。）



授業科目 開講期
単位数

社会
福祉士

精神
保健
福祉士

高等学
校教諭
（福祉）

特別支援学校
教諭

備考
必
修

選
択

自
由 卒業要件等

（3）教職に関する専門教育科目群

教育の基礎的
理解に関する
科目等

教育原理 １後 ２ ◎
教職論 １前 ２ ◎
教育社会学 １前 ２ ◎
教育心理学 １前 ２ ◎
特別支援教育 １・２後 2 ◎
特別活動及び総合的な学
習の時間の指導法 ２・３後 ２ ◎

教育方法・教育課程論 １後 ２ ◎
生徒・進路指導論 ２・３前 ２ ◎
教育相談 ２・３前 ２ ◎
教育実習事前事後指導 ４前 １ ◎
教育実習Ⅰ ４前 ２ ◎
教育実習Ⅱ ４前 ２ ○
教職実践演習（中・高） ４後 ２ ◎

各教科の指導法
（情報機器及び
教材の活用を
含む。）

福祉科教育法Ⅰ ３前 ２ ◎

福祉科教育法Ⅱ ３後 ２ ◎

大学が独自に
設定する科目 道徳教育の指導法 ２・３後 ２ ○

＊なお、◎は免許・資格取得のための必修科目であり、卒業必修科目とは異なりますのでご注意ください。
　また、本学科では原則として〈社会福祉士〉養成を基礎においています。
　		精神保健福祉士の受験資格を得ようとする人は、〈社会福祉士〉に加えて〈精神保健福祉士〉の欄の◎・○科目を合わせて履
修する必要があります。
　		高等学校教諭一種免許状（福祉）を取りたい人は、〈社会福祉士〉に加えて〈高等学校教諭（福祉）〉の欄の◎・○を履修する
必要があります。
　		特別支援学校教諭一種免許状を取りたい人は、〈社会福祉士〉と〈高等学校教諭（福祉）〉に加えて〈特別支援学校教諭〉の欄
の◎・○科目を履修する必要があります。



１
年

２
年

３
年

４
年

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

基
盤
科
目
群

◎
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
入
門
(2
)

前
期
　
○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅲ
(1
)　

◎
情
報
と
社
会
(2
)

後
期
　
○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅳ
(1
)　

◎
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ
(1
)

◎
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅱ
(1
)

○
英
語
Ⅰ
(2
)

○
英
語
Ⅱ
(2
)

○
英
語
Ⅲ
(2
)

○
英
語
Ⅳ
(2
)

♯
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
Ⅰ
(4
)

♯
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
Ⅱ
(4
)

○
中
国
語
Ⅰ
(4
)

○
中
国
語
Ⅱ
(4
)

○
韓
国
語
Ⅰ
(4
)

○
韓
国
語
Ⅱ
(4
)

前
期
　
　
○
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅰ
(4
)

後
期
　
　
○
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅱ
(4
)

前
・
後
期
 　
○
検
定
英
語
Ⅰ
(2
)  
○
検
定
英
語
Ⅱ
(2
)　
○
検
定
英
語
Ⅲ
(2
)　
○
検
定
英
語
Ⅳ
(2
)　
○
検
定
中
国
語
Ⅰ
(2
)　
○
検
定
中
国
語
Ⅱ
(2
)　
○
検
定
中
国
語
Ⅲ
(2
)　
○
検
定
中
国
語
Ⅳ
(2
)　
 

○
検
定
韓
国
語
Ⅰ
(2
)　
○
検
定
韓
国
語
Ⅱ
(2
)　
○
検
定
韓
国
語
Ⅲ
(2
)　
○
検
定
韓
国
語
Ⅳ
(2
)　
○
検
定
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅰ
(2
)　
○
検
定
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅱ
(2
)　
○
検
定
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅲ
(2
)　
○
検
定
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅳ
(2
)

科
学
基
礎
科
目
群

前
期
　
　
○
政
治
学
(2
)　
○
法
学
（
２
）　
○
科
学
と
社
会
（
２
）　
○
生
物
学
(2
)　
○
哲
学
(2
)　
○
文
学
(2
)　
○
生
命
と
倫
理
(2
)　
○
美
術
(1
)

後
期
　
　
○
経
済
学
(2
)　
○
日
本
国
憲
法
(2
)　
○
数
学
基
礎
(2
)　
○
物
理
学
(2
)　
○
化
学
(2
)　
○
歴
史
学
(2
)　
○
宗
教
学
(2
)　
○
音
楽
(1
)

前
・
後
期
 　
○
統
計
学
(2
)　
○
茶
道
(1
)　
○
華
道
(1
)　
○
陶
芸
(1
)　
○
書
道
(1
)　

統
合
科
学
科
目
群

前
期
　
　
○
人
権
論
(2
)　
○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
(2
)　
○
地
域
環
境
論
(2
)　
○
社
会
生
活
論
(2
)　
○
地
域
共
生
演
習
(2
)　
○
地
域
学
(2
)　
○
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅰ
(1
)　

後
期
　
　
○
地
域
共
生
論
(2
)　
○
や
ま
ぐ
ち
の
歴
史
と
文
化
(2
)　
○
H
is
to
ry
 a
nd
 A
rt
s 
of
 Y
am
ag
uc
hi
(2
)　
○
国
際
情
勢
(2
)　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
(2
)　
○
国
際
交
流
Ⅱ
(2
)　
○
短
期
語
学
・
文
化
研
修
(2
)　
○
域
学
共
創
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
(2
)　
○
生
涯
学
習
論
(2
)　
○
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅱ
(1
)

前
・
後
期
　
　
○
国
際
交
流
Ⅰ
(2
) 
　
○
健
康
ス
ポ
ー
ツ
理
論
(2
)

前
期
　
　
○
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
(2
)　
○
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
(2
)

専
門
基
礎
科
目

後
期
　
　
○
福
祉
統
計
(2
)

○
精
神
医
学
Ⅰ
(2
)

○
精
神
医
学
Ⅱ
(2
)

○
社
会
福
祉
調
査
(2
)

○
心
理
学
と
心
理
的
支
援
(2
)

○
社
会
学
と
社
会
シ
ス
テ
ム
(2
)

○
社
会
学
原
論
(2
)

○
社
会
保
障
論
Ⅰ
(2
)

○
社
会
保
障
論
Ⅱ
(2
)

前
期
　
　
○
臨
床
心
理
学
Ⅰ
(2
)　
○
発
達
心
理
学
Ⅰ
(2
)

後
期
　
　
○
臨
床
心
理
学
Ⅱ
(2
)　
○
発
達
心
理
学
Ⅱ
(2
)　
○
民
法
Ⅰ
(2
)

後
期
　
　
○
医
学
一
般
(2
)

○
精
神
保
健
Ⅰ
(2
)

○
精
神
保
健
Ⅱ
(2
)

前
期
　
　
○
民
法
Ⅱ
(2
)

後
期
　
　
○
行
政
法
(2
)

基
幹
科
目

◎
社
会
福
祉
原
論
Ⅰ
(2
)

◎
福
祉
文
化
論
(2
)

◎
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
(2
)

◎
社
会
福
祉
原
論
Ⅱ
(2
)

◎
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
(専
門
)(
2)
前
期
　
　
◎
人
間
論
(2
)

目科開展

福
祉
理
論

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅰ
(2
)
○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
(専
門
)Ⅰ
(2
)
○
精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅰ
（
2）

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
(専

門
)A
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅱ
(2
)
○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
(専
門
)Ⅱ
(2
)
○
精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅱ
（
2）

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
(専

門
)B
(2
)

○
公
的
扶
助
論
(2
)

前
期
　
　
○
国
際
福
祉
論
(2
)

○
介
護
福
祉
論
(2
)

前
期
　
　
○
社
会
福
祉
発
達
史
(2
)　
○
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
(2
)

後
期
　
　
○
社
会
福
祉
運
営
管
理
論
(2
)　
○
健
康
福
祉
論
(2
)　

福
祉
分
野

○
児
童
・
家
庭
福
祉
論
(2
)

後
期
　
　
○
家
族
福
祉
論
(2
)

○
高
齢
者
福
祉
論
(2
）

後
期
　
　
○
司
法
福
祉
論
(2
)

○
障
害
福
祉
論
(2
)

○
医
療
福
祉
論
(2
)

○
地
域
福
祉
論
(2
)

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
(2
)

○
精
神
保
健
福
祉
制
度
論
(2
)

○
精
神
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論
(2
)

福
祉
援
助
技
術

◎
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅰ
(2
)

◎
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅱ
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅲ
(4
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅳ
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
A
(4
)

○
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
演
習
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ
(6
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
A
(3
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
B
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅰ
(1
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ
(1
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
A
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
B
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅲ
(1
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
B
(1
)

前
期
　
　
○
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
(2
)

演
習

◎
基
礎
演
習
(2
)

◎
専
門
演
習
Ⅰ
(2
)

◎
専
門
演
習
Ⅱ
(2
)

◎
専
門
演
習
Ⅲ
(2
)

◎
専
門
演
習
Ⅳ
(2
)

社
会
福
祉
研
究
Ⅰ
(2
)

社
会
福
祉
研
究
Ⅱ
(2
)

社
会
福
祉
研
究
Ⅲ
(2
)

社
会
福
祉
研
究
Ⅳ
(2
)

関
連
科
目

前
期
　
　
○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
Ⅰ
（
視
覚
障
害
）
(2
)　
○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
Ⅱ
（
聴
覚
障
害
）
(2
)

前
期
　
　
○
障
害
者
教
育
総
論
(2
)　
障
害
児
の
心
理
Ⅰ
（
知
的
障
害
）
(1
)　
障
害
児
の
心
理
Ⅱ
（
肢
体
不
自
由
）
(1
)　

　
　
　
　
障
害
者
の
心
理
Ⅱ
（
病
弱
）
(2
)　
○
障
害
者
の
生
理
・
病
理
Ⅰ
（
知
的
障
害
）
(1
)　

○
障
害
者
の
生
理
・
病
理
Ⅱ
（
肢
体
不
自
由
）
(1
)　
　
病
弱
者
の
生
理
・
病
理
(2
)

後
期
　
　
障
害
者
の
心
理
Ⅰ
（
知
的
障
害
）
(2
)　
障
害
者
と
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ッ
ク
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
(2
)　
発
達
障
害
論
(2
)　

　
　
　
　
障
害
者
教
育
福
祉
論
(2
)

後
期
　
　
○
介
護
技
術
(2
)　
○
障
害
児
教
育
支
援
法
(2
)

前
期
　
　
○
居
住
環
境
論
(2
)　
○
社
会
老
年
学
(2
)　
発
達
障
害
支
援
論
(1
)

○
権
利
擁
護
と
成
年
後
見
(2
)

後
期
　
　
○
死
生
学
(2
)　
○
福
祉
社
会
学
(2
)　
病
弱
教
育
(2
)

特
別
支
援
教
育
実
習
(2
)

特
別
支
援
教
育
実
習
事
前
事
後
指
導
(1
)

注
意
　
　
　
◎
：
必
修
科
目
　
　
　
○
：
選
択
科
目
　
　
無
印
：
自
由
科
目
　
　
♯
：
外
国
人
留
学
生
に
限
定
　
　（
　
　
）：
単
位

図
２
　
社
会
福
祉
学
科
の
教
育
課
程
年
次
配
当
図



１
年

２
年

３
年

４
年

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

基
盤
科
目
群

◎
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
入
門
(2
)

前
期
　
○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅲ
(1
)　

◎
情
報
と
社
会
(2
)　

後
期
　
○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅳ
(1
)　

◎
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ
(1
)　

◎
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅱ
(1
)

○
英
語
Ⅰ
(2
)

○
英
語
Ⅱ
(2
)

○
英
語
Ⅲ
(2
)

○
英
語
Ⅳ
(2
)

♯
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
Ⅰ
(4
)

♯
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
Ⅱ
(4
)

○
中
国
語
Ⅰ
(4
)

○
中
国
語
Ⅱ
(4
)

○
韓
国
語
Ⅰ
(4
)

○
韓
国
語
Ⅱ
(4
)

前
期
　
　
○
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅰ
(4
)

後
期
　
　
○
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅱ
(4
)

前
・
後
期
 　
○
検
定
英
語
Ⅰ
(2
)  
○
検
定
英
語
Ⅱ
(2
)　
○
検
定
英
語
Ⅲ
(2
)　
○
検
定
英
語
Ⅳ
(2
)　
○
検
定
中
国
語
Ⅰ
(2
)　
○
検
定
中
国
語
Ⅱ
(2
)　
○
検
定
中
国
語
Ⅲ
(2
)　
○
検
定
中
国
語
Ⅳ
(2
)　
 

　
　
　
　
　
 ○
検
定
韓
国
語
Ⅰ
(2
)　
○
検
定
韓
国
語
Ⅱ
(2
)　
○
検
定
韓
国
語
Ⅲ
(2
)　
○
検
定
韓
国
語
Ⅳ
(2
)　
○
検
定
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅰ
(2
)　
○
検
定
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅱ
(2
)　
○
検
定
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅲ
(2
)　
○
検
定
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅳ
(2
)

科
学
基
礎
科
目
群

前
期
　
　
○
政
治
学
(2
)　
○
法
学
（
２
）　
○
科
学
と
社
会
（
２
）　
○
生
物
学
(2
)　
○
哲
学
(2
)　
○
文
学
(2
)　
○
生
命
と
倫
理
(2
)　
○
美
術
(1
)

後
期
　
　
○
経
済
学
(2
)　
○
日
本
国
憲
法
(2
)　
○
数
学
基
礎
(2
)　
○
物
理
学
(2
)　
○
化
学
(2
)　
○
歴
史
学
(2
)　
○
宗
教
学
(2
)　
○
音
楽
(1
)

前
・
後
期
 　
○
統
計
学
(2
)　
○
茶
道
(1
)　
○
華
道
(1
)　
○
陶
芸
(1
)　
○
書
道
(1
)　

統
合
科
学
科
目
群

前
期
　
　
○
人
権
論
(2
)　
○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
(2
)　
○
地
域
環
境
論
(2
)　
○
社
会
生
活
論
(2
)　
○
地
域
共
生
演
習
(2
)　
○
地
域
学
(2
)　
○
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅰ
(1
)　

後
期
　
　
○
地
域
共
生
論
(2
)　
○
や
ま
ぐ
ち
の
歴
史
と
文
化
(2
)　
○
H
is
to
ry
 a
nd
 A
rt
s 
of
 Y
am
ag
uc
hi
(2
)　
○
国
際
情
勢
(2
)　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
(2
)　
○
国
際
交
流
Ⅱ
(2
)　
○
短
期
語
学
・
文
化
研
修
(2
)　
○
域
学
共
創
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
(2
)　
○
生
涯
学
習
論
(2
)　
○
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅱ
(1
)

前
・
後
期
　
　
○
国
際
交
流
Ⅰ
(2
) 
　
○
健
康
ス
ポ
ー
ツ
理
論
(2
)

前
期
　
　
○
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
(2
)　
○
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
(2
)

専
門
基
礎
科
目

後
期
　
　
○
福
祉
統
計
(2
)

○
精
神
医
学
Ⅰ
(2
)

○
精
神
医
学
Ⅱ
(2
)

○
社
会
福
祉
調
査
(2
)

○
心
理
学
と
心
理
的
支
援
(2
)

○
社
会
学
と
社
会
シ
ス
テ
ム
(2
)

○
社
会
学
原
論
(2
)

○
社
会
保
障
論
Ⅰ
(2
)

○
社
会
保
障
論
Ⅱ
(2
)

前
期
　
　
○
臨
床
心
理
学
Ⅰ
(2
)　
○
発
達
心
理
学
Ⅰ
(2
)

後
期
　
　
○
臨
床
心
理
学
Ⅱ
(2
)　
○
発
達
心
理
学
Ⅱ
(2
)　
○
民
法
Ⅰ
(2
)

後
期
　
　
○
医
学
一
般
(2
)

○
精
神
保
健
Ⅰ
(2
)

○
精
神
保
健
Ⅱ
(2
)

前
期
　
　
○
民
法
Ⅱ
(2
)

後
期
　
　
○
行
政
法
(2
)

基
幹
科
目

◎
社
会
福
祉
原
論
Ⅰ
(2
)

◎
福
祉
文
化
論
(2
)

◎
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
(2
)

◎
社
会
福
祉
原
論
Ⅱ
(2
)

◎
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
(専
門
)(
2)
前
期
　
　
◎
人
間
論
(2
)

目科開展

福
祉
理
論

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅰ
(2
)
○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
(専
門
)Ⅰ
(2
)
○
精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅰ
（
2）

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
(専

門
)A
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅱ
(2
)
○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
(専
門
)Ⅱ
(2
)
○
精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅱ
（
2）

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
(専

門
)B
(2
)

○
公
的
扶
助
論
(2
)

前
期
　
　
○
国
際
福
祉
論
(2
)

○
介
護
福
祉
論
(2
)

前
期
　
　
○
社
会
福
祉
発
達
史
(2
)　
○
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
(2
)

後
期
　
　
○
社
会
福
祉
運
営
管
理
論
(2
)　
○
健
康
福
祉
論
(2
)　

福
祉
分
野

○
児
童
・
家
庭
福
祉
論
(2
)

後
期
　
　
○
家
族
福
祉
論
(2
)

○
高
齢
者
福
祉
論
(2
）

後
期
　
　
○
司
法
福
祉
論
(2
)

○
障
害
福
祉
論
(2
)

○
医
療
福
祉
論
(2
)

○
地
域
福
祉
論
(2
)

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
(2
)

○
精
神
保
健
福
祉
制
度
論
(2
)

○
精
神
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論
(2
)

福
祉
援
助
技
術

◎
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅰ
(2
)

◎
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅱ
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅲ
(4
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅳ
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
A
(4
)

○
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
演
習
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ
(6
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
A
(3
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
B
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅰ
(1
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ
(1
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
A
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
B
(2
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅲ
(1
)

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
B
(1
)

前
期
　
　
○
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
(2
)

演
習

◎
基
礎
演
習
(2
)

◎
専
門
演
習
Ⅰ
(2
)

◎
専
門
演
習
Ⅱ
(2
)

◎
専
門
演
習
Ⅲ
(2
)

◎
専
門
演
習
Ⅳ
(2
)

社
会
福
祉
研
究
Ⅰ
(2
)

社
会
福
祉
研
究
Ⅱ
(2
)

社
会
福
祉
研
究
Ⅲ
(2
)

社
会
福
祉
研
究
Ⅳ
(2
)

関
連
科
目

前
期
　
　
○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
Ⅰ
（
視
覚
障
害
）
(2
)　
○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
Ⅱ
（
聴
覚
障
害
）
(2
)

前
期
　
　
○
障
害
者
教
育
総
論
(2
)　
障
害
児
の
心
理
Ⅰ
（
知
的
障
害
）
(1
)　
障
害
児
の
心
理
Ⅱ
（
肢
体
不
自
由
）
(1
)　

　
　
　
　
障
害
者
の
心
理
Ⅱ
（
病
弱
）
(2
)　
○
障
害
者
の
生
理
・
病
理
Ⅰ
（
知
的
障
害
）
(1
)　

　
　
　
　
○
障
害
者
の
生
理
・
病
理
Ⅱ
（
肢
体
不
自
由
）
(1
)　
　
病
弱
者
の
生
理
・
病
理
(2
)

後
期
　
　
障
害
者
の
心
理
Ⅰ
（
知
的
障
害
）
(2
)　
障
害
者
と
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ッ
ク
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
(2
)　
発
達
障
害
論
(2
)　

　
　
　
　
障
害
者
教
育
福
祉
論
(2
)

後
期
　
　
○
介
護
技
術
(2
)　
○
障
害
児
教
育
支
援
法
(2
)

前
期
　
　
○
居
住
環
境
論
(2
)　
○
社
会
老
年
学
(2
)　
発
達
障
害
支
援
論
(1
)

○
権
利
擁
護
と
成
年
後
見
(2
)

後
期
　
　
○
死
生
学
(2
)　
○
福
祉
社
会
学
(2
)　
病
弱
教
育
(2
)

特
別
支
援
教
育
実
習
(2
)

特
別
支
援
教
育
実
習
事
前
事
後
指
導
(1
)

注
意
　
　
　
◎
：
必
修
科
目
　
　
　
○
：
選
択
科
目
　
　
無
印
：
自
由
科
目
　
　
♯
：
外
国
人
留
学
生
に
限
定
　
（
　
　
）：
単
位

③卒業要件
学則第 60条の規定による卒業に必要な単位は 128 単位です。その内訳は以下のとおりです。

＜基礎教養科目群＞
　基盤科目群……………………………………………14単位以上
　　初年次教育……………………必修２単位
　　情報教育………………………４単位（必修 4単位を含む）以上　　　　

合計 34単位以上　
　　言語教育………………………選択８単位以上（注１）　
　科学基礎科目群…………………………………選択７単位以上（注２）　
　統合科学科目群…………………………………選択６単位以上（注３）

＜専門教育科目群＞
　専門基礎科目……………………………………選択 10単位以上
　基幹科目…………………………………………必修 12単位
　展開科目………………………………………………56単位以上
　　福祉理論………………………選択 10単位以上　
　　福祉分野………………………選択 16単位以上

合計 94単位以上

　　福祉援助技術…………………４単位（必修４単位を含む）以上
　　演習……………………………必修 10単位
　関連科目…………………………………………選択８単位以上（注４）

　合計…………………………………………………128 単位以上（注５）

（注１）		英語（認定言語「検定英語Ⅰ～Ⅳ」を含む）８単位以上修得すること。ただし、外国人留学生
にあっては、英語に代えて「外国人のための日本語Ⅰ・Ⅱ」を修得すること。

（注２）社会科学系、自然科学系、人文科学系からそれぞれ２単位以上を修得すること。
（注３）		「地域共生論」、「やまぐちの歴史と文化」、「地域環境論」、「地域共生演習」、「地域学」、「ボラ

ンティア」から２単位以上を修得すること。
（注４）他学部、他大学で履修した科目も４単位を上限として含めることができる。
（注５）自由科目は卒業単位に算入できない。

④履修モデル
学生の学修計画は、各自の問題関心や卒業後の進路によって異なります。福祉関連施設・組織や福

祉行政機関、一般企業や行政機関、教育機関等への進路を念頭に置いた計画づくりの参考として、表 2
のように「社会福祉系」、「精神保健福祉系」、「福祉教育系」、「一般・公務員系」の履修モデルを用意
しました。学習計画を立てる際の参考にしてください。


